
大阪府日本万国博覧会記念公園条例に基づく許可等の審査基準及び標準処理期間（案）の概要
■審査基準制定の趣旨
○　日本万国博覧会記念公園（以下「万博公園」という。）は、独立行政法人日本万国博覧会記念機構（以下「万博機構」という。）により管理運営されてきましたが、万博機構の解散に伴い、今後は大阪府が管理運営していくこととしております。

○　現在、大阪府では、万博公園を適正に管理運営していくため、大阪府日本万国博覧会記念公園条例（平成２５年１２月２４日公布）（以下「万博公園条例」という。）に基づく行為の許可、使用料の徴収方法等（納付期限の指定、分納の承認及び還付）並びに使用料の減免の申請について、内容を審査するために必要となる基準を検討しています。

■審査基準及び標準処理期間（案）の概要
○行為の許可（はり紙やはり札、又は広告を表示する行為）
万博公園条例第５条第１項第１号に基づく行為を許可する場合の審査要件を定めています。万博公園の美観・景観を著しく害するおそれのあるものなどを除き、表示区域が必要最小限の規模であることや国又は地方公共団体が公用又は公共用のために表示するものなどを審査します。
○行為の許可（ロケーション又は業としての写真撮影）

万博公園条例第５条第１項第２号に基づく行為を許可する場合の審査要件を定めています。他の利用者の公園利用に著しい支障を及ぼすおそれがないこと、万博公園内の各施設の管理運営に支障を及ぼすおそれがないこと、万博公園で行われるロケーション又は写真撮影として適切な内容であることなどを審査します。
○行為の許可（競技会、集会、展示会、博覧会その他これらに類する催し）

万博公園条例第５条第１項第３号に基づく行為を許可する場合の審査要件を定めています。他の利用者の公園利用に著しい支障を及ぼすおそれがないこと、万博公園で行われる催しとして適切な内容であること、大規模な催しにあっては、事前に施設管理者又は警察及び消防その他行政機関との調整が図られているなど、事故防止対策及び環境衛生対策等が措置されているものであることなどを審査します。
○行為の許可（有料施設の使用）

万博公園条例第５条第１項第４号に基づく行為を許可する場合の審査要件を定めています。有料施設の共通事項としては、施設等を不適切に取り扱い損傷し、又は汚損するおそれがないこと、収容可能人員以上の者が利用するなどを審査します。
　　なお、この審査要件には、国又は地方公共団体が主催するスポーツ競技大会など、野球場、テニスコート等の運動施設を一般使用に優先して使用する場合の審査要件も定めています。

○使用料の納付期限の指定

万博公園条例第10条第１項に基づき、使用料の納付期限を別途指定する場合の審査要件を定めています。　　　
○使用料の分納の承認

万博公園条例第10条第１項に基づき、使用料の分納を承認する場合の審査要件を定めています。
○使用料の還付

万博公園条例第10条第２項に基づき、使用料を還付する場合の審査要件を定めています。
○使用料の減免

万博公園条例第11条に基づき、使用料を減額又は免除する場合の審査要件を定めています。
■根拠条例

　○大阪府日本万国博覧会記念公園条例（平成二十五年大阪府条例第百二号）

■施行予定日　　　平成26年４月１日
